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Japan Chemical Innovation InstituteJapan Chemical Innovation Institute

化学技術戦略推進機構設立の背景

１９９５ 科学技術基本法（科学技術振興・産業競争力強化）
１９９６ 科学技術基本計画（５年間・１７兆円）
１９９７ 日本学術会議

「環境調和型化学技術体系の創生を目指して
－社会の持続的発展と化学産業の競争力強化－

１９９７ 日本化学工業協会 技術開発委員会
「化学産業技術開発ビジョン」

▼

化学技術戦略推進機構
◇日本の化学産業と関連産業が従来持っていなかった

「技術戦略」の策定と推進
◇行政と社会への強力な提言とアピール
◇産学官連携・産業間連携のメカニズムと文化の構築

１．JCII設立の経緯・目的



Japan Chemical Innovation InstituteJapan Chemical Innovation Institute化学技術戦略推進機構基本構想

◆日本の社会と化学および関連産業に関する
将来 ビジョンに基づく総合的・体系的な技術戦略
を策定（ロードマップ）

◆産学官・関連業界の相互協力・連携の新しい風土
を醸成（スパイラルアップ）

◆戦略的に研究・技術開発すべきテーマについて
プロジェクト／プログラムを推進（プロジェクト）

１．JCII設立の経緯・目的
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◆名 称：
財団法人 化学技術戦略推進機構
JAPAN  CHEMICAL  INNOVATION  INSTITUTE  （略称：ＪＣＩＩ）

◆沿 革：
１９４９：セルロイド検査協会として設立
１９８５：高分子素材センターに改組
１９９８／３： 化学技術戦略推進機構に改組

◆事 業：
化学技術戦略推進 賛助会費 約 ４億円
研究開発 国家資金 約２７億円
高分子試験・評価 売上げ金 約 ７億円

約 ２００人

化学技術戦略推進機構概要

１．JCII設立の経緯・目的
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会長
理事長

専務理事

組 織

評議員会 理事会 監事

アドバイザリーボード

化学技術戦略推進会議

委員会
戦略推進部

分科会

（常勤組識）

研究開発事業部

高分子試験・評価センタ

：古川 昌彦
：赤池 俊光

１．JCII設立の経緯・目的



Japan Chemical Innovation InstituteJapan Chemical Innovation Institute

◆賛助会員：
１２５社（化学系７１・関連５４）・９団体

◆ アドバイザリーボード：大所高所からの助言
化学企業 ２０名

◆ 化学技術戦略推進会議：実質的な最高審議機関
化学系 １３名（産８・学４・国研１）

◆ 委員会：１０委員会（１３６名）
３９分科会（６３６名）

◆ 戦略推進部：２３名（出向）

化学技術戦略推進体制

１．JCII設立の経緯・目的



重点志向分野
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物質プロセス委員会

新市場創出委員会

技術経営委員会

交流推進委員会

研究推進委員会

業際交流委員会

産学官連携委員会

総合戦略委員会

環境技術委員会

テクノインフラ委員会

14年度

　　第1回GSC

　東京国際会議

EX研究会

MOT

GSC,CNT

　交流連携

　プロモーション

　　　構想

経産省、総合科学
技術会議、文科省、
環境省との連携

15年度

戦略策定

委員会

GSC,EX

機能材料,技
術基盤,MOT

交流連携推
進委員会

Chem-CX

分科会、交
流会、ASC

研究推進委
員会

テーマの

発掘、育成

GSCNの

自立

２．JCIIの活動



委員会活動の変遷委員会活動の変遷

　　　委員会　　　H10　　H11　　H12　　H13　　　H14　　H15
　　　　戦略推進会議

　　　　戦略運営会議

戦略　総合戦略　　　　

　　　　物質プロセス　 　　

　　　　新市場創出

　　　　環境技術

　　　　テクノインフラ

　　　　技術経営

交流　交流推進

　　　　産学官連携

　　　　業際交流

研究　研究推進　

　　　　
プロジェクト推進 研究推進

GSCN

Japan Chemical Innovation InstituteJapan Chemical Innovation Institute

交流連携推進

戦略策定

２．JCIIの活動



戦略推進会議･戦略推進部の構造と機能戦略推進会議･戦略推進部の構造と機能

会議体 戦略推進部

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

化学技術戦略推進会議

戦略策定委員会

研究推進委員会

交流連携推進委員会

研究推進グループ

交流連携推進グループ

戦略策定グループ

戦略テーマの調査・企画・研究､学協会との交流推進､広報･情報発信

研究/技術開発プロジェクト目標設定、競争力分析、フォーメーシヨン、テーマの熟成・推進

産学/産々の交流と連携の場の運営､ロードマップ策定､ニーズ・シーズに基づく開発テーマ

の企画･提案

委員長・理事長・推進部連絡会

委員会活動と戦略推進部活動運営全般の調整

GSCN・受託事業グループ

Japan Chemical Innovation InstituteJapan Chemical Innovation Institute
２．JCIIの活動



3

Japan Chemical Innovation InstituteJapan Chemical Innovation InstituteＪＣＩＩの目的・目標・理念・活動

社会の持続可能な発展と産業の国際競争力強化のための
技術革新を先導する新しい化学技術体系の創出

◆日本の社会と化学および関連産業に関する将来ビジョン
に基づく総合的・体系的な技術戦略を策定 （戦略策定）

◆産学官・関連業界の相互協力・連携の新しい風土を醸成

（交流推進）

◆戦略的に研究・技術開発すべきテーマについて
プロジェクト／プログラムを推進 （研究推進）

産学官イコールパートナー

第1回報告

２．JCIIの活動



（トップダウン）

（ボトムアップ）

交流連携推進委員会

戦略策定委員会

化学技術戦略推進会議

研究推進委員会

目標設定・競争力分析・フォーメーション　
など

戦略・提言・提案事項の審議･発信

委員会･戦略推進部間の運営に
関する調整

プロモーション

委員長・戦略推進部連絡会

地球・人類・社会的課題の解決

例　環境・知的基盤・技術基盤･

　　人材育成・リスクコミュニケーション　

　　産学のシーズ､ニーズ､ウォンツを基礎とした

　相互理解､目標の共有化､コンセプト作り　など

Japan Chemical Innovation InstituteJapan Chemical Innovation Institute

RM群

２．JCIIの活動
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化学技術プラットフォームの活用化学技術プラットフォームの活用

JCII (化学技術プラットフォーム）

研究開発推進
（連携・共同）

技術基盤構築
知的基盤構築

プロジェクト提案・戦略遂行上の課題提言

化学技術戦略策定・ローリング

産学官・異業種・異学問間の交流・相互理解・連携

化学企業 関連する企業 学界

化学企業
関連する企業

学界等社会･行政

（参画） （参画） （参画）

(利用)
（発信）

（利用）

産総研他

（還元）

（還元）

第1回報告

２．JCIIの活動



化学技術戦略　第1回報告

「化学技術戦略推進の基本構想」

化学技術戦略　第1回報告

「化学技術戦略推進の基本構想」

（１）総合戦略

（２）分野別戦略

①　マス型分野

　規模とコストが競争力の決定要因であり、地球環境への影響が大きいこの分野にお
いては、コスト構造の革新やゼロエミッションを目指し、あらゆる事業局面における徹底
的な省資源・省エネルギー技術開発、革新的製造プロセスの創出に取り組む。

②　スペシャリティ型分野

③　地球規模の課題への対応型分野

地球環境問題、資源・エネルギー問題、食糧問題など地球規模の課題に対し、化
学技術が真に革新的な技術の開発により解決策を提示することが期待されており、静
脈化学技術、エネルギー変換・蓄積・代替技術などの開発を急ぐ。

（３）基盤技術・知的基盤戦略

①基盤技術

②知的基盤

　特に、化学物質総合安全管理情報、カルチャーコレクション・生物資源情報、計量標
準・標準物質等が重要課題である。

Japan Chemical Innovation InstituteJapan Chemical Innovation Institute
２．JCIIの活動
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Basic Research
Pre-

Competitive Research

Competitive Research
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産学官連携

産学官連携

循環の概念と産学官連携循環の概念と産学官連携

産学官連携による
スパイラルアップ

体系化 基礎構築

目 的 化実 用 化

産学官連携による
スパイラルアップ

２．JCIIの活動



目標シナリオ
　　地球温暖化防止のための新たな国際的合意がなされ、エネルギー

効率の大幅改善技術、炭酸ガスを排出しない新エネルギー技術な
どが開発され実用化が進む。さらに、それら技術の発展途上国への
移転が進み全世界の炭酸ガス排出量増加が抑えられる。また、化
学物質のリスク評価、安全管理などが進み、化学物質・化学技術に
対する社会の理解と信頼が得られる。

　　省エネルギー、新エネルギー、資源リサイクル、未利用資源の利用
などの革新技術により、また、バイオテクノロジーの進展により資源・

エネルギー、食糧などの地球規模の問題が大幅に緩和される。

化学技術戦略　第2回報告

「化学技術戦略・2025年」

化学技術戦略　第2回報告

「化学技術戦略・2025年」

Japan Chemical Innovation InstituteJapan Chemical Innovation Institute
２．JCIIの活動



Japan Chemical Innovation InstituteJapan Chemical Innovation Institute化学技術ビジョンと重要技術分野化学技術ビジョンと重要技術分野

１．社会の持続可能な発展に貢献する化学技術
① 環境目的技術：汚染予防・資源循環、省資源・省ｴﾈﾙｷﾞｰ、浄化修復
② 環境共通基盤：総合安全管理、化学物質総合評価

ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾂｰﾙなど

２．国際競争力強化に寄与する化学技術
① 基幹技術：合成・触媒、高分子、ﾊﾞｲｵ、ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰ

複合化技術、機能評価、ｼｽﾃﾑ設計など
② 製品技術：情報電子、健康医療、自動車、住宅、

環境ﾋﾞｼﾞﾈｽ、資源ｴﾈﾙｷﾞｰ、食料など
③ 共通基盤技術：技術基盤（ｺﾝﾋﾞﾅﾄﾘｱﾙｹﾐｽﾄﾘー、計算化学、SCM/DCM）

知的基盤
技術経営モデル

　

（目標値）諸活動の効率：現在の１０倍
ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位：２分の１に向上
化学物質のﾘｽｸ：ｾﾞﾛに近づける

　　　　 　
　　　　　

第2回報告

２．JCIIの活動



Japan Chemical Innovation InstituteJapan Chemical Innovation Institute

化学技術戦略・２０２５年（概要）化学技術戦略・２０２５年（概要）

社会環境シナリオ

・世界の炭酸ガス排出量抑制
・化学物質リスク評価・

安全管理進展
・技術革新により

資源エネギー問題等緩和
・日本経済活性化、技術革新

により競争力強化
（ＧＤＰ年率２％程度成長）

目標シナリオ

危機シナリオ

・異常気象
・化学物質安全問題深刻化
・エネルギー食料危機
・日本経済停滞

・・高付加価値基幹産業
（出荷額：３７兆円、付加価値率：４８％）

・米欧と並ぶ世界のリーダー（世界シェア：１８％）

・強いユーザー
・技術蓄積

・企業規模が小
・横並び体質、過当競争
・経営資源の重複分散投資

産業構造の改革が不可欠
・戦略的な選択と集中による事業の再構築
・経営のグローバル化など

日本の化学産業の特徴

化学産業ビジョン

１．社会の持続可能な発展に貢献
・人と環境に優しい製品、地球規模の課題解決
・パブリックアクセプタンス、アカウンタビリティ

２．国際競争力強化
・知識技術集約型化学産業

（ｹﾐｶﾙｻｲｴﾝｽ、ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ等の進歩に立脚）
・関連する産業との連携
・化学産業が重視すべき製品形態
（基礎素材供給から脱皮
機能材料、部材デバイス化学システムをも視野）
、

（目 標）社会の持続可能な発展への貢献
欧米と並ぶ世界のリーダー

（目標値）付加価値率：５５％（現在４８％）
世界シェア：２０％（現在１８％）

化学技術ビジョンと重要技術分野

１．社会の持続可能な発展に貢献する化学技術

① 環境目的技術 （汚染予防・資源循環、
省資源・省ｴﾈﾙｷﾞｰ、浄化修復）

② 環境共通基盤 （総合安全管理、化学物質総合評価
ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾂｰﾙ等）

２．国際競争力強化に寄与する化学技術

① 基幹技術 （合成・触媒、高分子、ﾊﾞｲｵ、ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰ
複合化技術、機能評価、ｼｽﾃﾑ設計等）

② 製品技術 （情報電子、健康医療、自動車、住宅、
環境ﾋﾞｼﾞﾈｽ、資源ｴﾈﾙｷﾞｰ、食料等）

③ 共通基盤技術 （ｺﾝﾋﾞﾅﾄﾘｱﾙｹﾐｽﾄﾘー、計算化学
ﾗｲﾌｻｲｸﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ等技術基盤
知的基盤、技術経営モデル）

　

　

　（目標値） 諸活動の効率：現在の１０倍
ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位：２分の１に向上
化学物質のﾘｽｸ：ｾﾞﾛに近づける

　　　　 　
　　　　　

新しい産学官連携
（財）化学技術戦略推進機構

の取り組み・知識・技術の循環
知識循環、スパイラルアップ

・産学官への期待
企業：コア技術への集中、ニーズの発信、技術標準化

学界へのデータ提供、インターンシップ、
大学：目的基礎研究・体系化研究への注力

社会的・産業的貢献の評価への反映
TLOの機能、技術者教育認定制度等

国研：基盤整備、効率的かつ柔軟な制度
知的基盤・技術基盤の整備、センター的機能
ナショナルセキュリティ関係研究

・人材交流
・戦略の研究資源配分への反映
・柔軟な研究開発助成制度

　 ・ロードマップ作成
　 主要技術につき２０００年央までに

・プロジェクト推進
・産学官との連携

ｸﾞﾘｰﾝ／ｻｽﾃｲﾅﾌﾞﾙｹﾐｽﾄﾘｰ
・業際交流と新市場創出

・共通基盤整備
ｹﾐｶﾙﾊｲｳｪｰ構築

・化学技術経営ﾓﾃﾞﾙ作成

　・
　

　・
　

日本の化学技術プラットフォーム

強み 弱み

２．JCIIの活動



　
【製品形態別基幹技術】

コモディティ
製造プロセスの抜本的改良
世界最高水準の品質

【環境目的技術】

代替原料・廃棄物再資源化な
どの原料多様化
環境対応技術

【基幹技術】

新合成法（新しい反応場での合成、新規・代替プロセス、新・代替原料）
高効率触媒（酵素・酵素モデル触媒、重合触媒、酸化還元触媒）
高分子（機能性高分子、精密重合）
構造制御・ナノテクノロジー（微細構造形成）
プロセス設計（高選択・高効率プロセス、反応温和プロセス、バイオプロセ
　　　　　　　ス、マイクロリアクター、分離）

化学技術戦略　第3回報告

「化学技術体系とロードマップ」

化学技術戦略　第3回報告

「化学技術体系とロードマップ」

Japan Chemical Innovation InstituteJapan Chemical Innovation Institute
２．JCIIの活動



　　技術・化学物質情報、遺伝子・生物資源情報、標準物質　

【知 的 基 盤】　

【製品形態別基幹技術】
付加価値の向上：高加工度化、プロセス革新

　【技　術　基　盤】
　　価値生産性の向上：研究開発・生産技術・生産物流基盤、化学物質総合安全管理

【基　幹　技　術】
化学産業技術の要：合成、触媒、バイオ、高分子・新材料、ナノ・構造制御、プロセス

【環境目的技術】
人と環境の健康・安全への貢献　

【新規成長期待市場・製品技術】
規模の拡大-社会ニーズ対応

新化学技術体系の枠組み新化学技術体系の枠組み

社会の持続可能な発展と産業の国際競争力強化

Japan Chemical Innovation InstituteJapan Chemical Innovation Institute

第3回報告

２．JCIIの活動



Japan Chemical Innovation InstituteJapan Chemical Innovation Institute

新化学技術体系とロードマップ
＜化学技術戦略の実現を目指して＞

新化学技術体系とロードマップ
＜化学技術戦略の実現を目指して＞ 第3回報告

社会の持続可能な発展と産業の国際競争力強化
のための

◆ 新しい化学技術体系の提案

◆ ロードマップの提案 ：４４件

　　　　　◆　追加・修正ロードマップ :10件

　　　　　◆　調査・活動報告書　　　 :57件　

H11年

H15年まで

２．JCIIの活動



産から学へのメッセージ　産から学へのメッセージ　
メッセージメッセージ--１．１． “産学連携の促進について”

（ＪＣＩＩに参加する化学産業界は、）産学連携を、産学連携を、““経営戦略の重要な一部経営戦略の重要な一部””に位置づけるに位置づける
メッセージメッセージ--２．２． “国家資金の活用について”

（ＪＣＩＩに参加する化学産業界においては、）
☆従来型の国家プロジェクトは、「国家や産業の根幹に関わるテーマ、或いは国家と産業全体に関する共通☆従来型の国家プロジェクトは、「国家や産業の根幹に関わるテーマ、或いは国家と産業全体に関する共通基盤基盤

　　　　　的テ－マ　　　　　的テ－マ」を中心とする　　　」を中心とする　　　
☆産のニーズに基づくテーマの推進には、企業が責任を負う☆産のニーズに基づくテーマの推進には、企業が責任を負う補助金制度補助金制度、或いは、或いはマッチングファンド方式マッチングファンド方式の活用の活用がが

　　　　　重要　　　　　重要となるとなる
メッセージメッセージ--３．３． “革新的萌芽技術の発掘・育成について”

（ＪＣＩＩに参加する化学産業界は、）萌芽技術にこれまで以上に強い関心を持ち、技術にこれまで以上に強い関心を持ち、““産業技術への可能性の速やかな検証産業技術への可能性の速やかな検証””にに
積極的に協力する積極的に協力する

メッセージーメッセージー44 “学への要望”　　　　　　　　　
１）研究と教育に対する要望　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　 ・世界最高水準の研究　および　人材育成機能の強化とともに、 日本発の優れた技術で、産業の競争力
　を強化し、更には新産業を創出に結びつける気概を期待する　　　　　　　　

２）大学内での産学連携支援体制の整備　　　　　
　　　　　 ・大学等組織全体としての取り組み→“窓口の一本化”　　
　　　 ・大学等での“知財の一元管理化 ”
　　　 ・産学連携支援体制において“プロフェッショナルの配置”　　　　　

３）明確な契約に基づいた連携の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　 ・法人間の意思に基づく契約 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　 ・研究成果の取扱いの明確化（特許・研究材料）　　　　　　　　　　　　　　　

４)企業が望む技術人材　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・十分な専門知識かつ旺盛な好奇心と情熱を持っている人　　　　　

　 ・大学院博士課程修了者については、「専門技術の深さ」とともに「知識・技術・教養等の幅広さ」を兼ね備
　えた人材

メッセージーメッセージー55 “ＪＣＩＩの役割”　　　　　　　　　　

ー 「産からのメッセージ」のスパイラルアップ ー 　　　　　　　　　　　
　 “ＪＣＩＩは、産学連携の価値観を共有して「技術と人材」が　交流・連携する恰好の場“

Japan Chemical Innovation InstituteJapan Chemical Innovation Institute

第4回報告
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Ｓｅｅｄｓ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ Ｇｅｎｅｒｉｃ　Ｍｏｄｅｌｓ
　　　　　　Ｃｏｎｃｅｐｔｓ

製品化

マーケット

Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ
Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ
産業化された技術

Ｐｒｏｄｕｃｔ

技術のプール
明確な目的性を持たない
或は模索している段階

目的は明確だが
実現方法が多様な段階

実現方法が明確化された段階

Ｇｅｎｅｒｉｃ　Ｍｏｄｅｌｓ，Ｃｏｎｃｅｐｔｓ　（Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）Ｇｅｎｅｒｉｃ　Ｍｏｄｅｌｓ，Ｃｏｎｃｅｐｔｓ　（Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）
目的は明確だが実現方法が多様な段階にあるモデル、概念、（技術）

・　産業化に至っていない黎明期にある
・　完成・実用化させるために複数の要素技術やノウハウが必要で、技術複合性が高い
・　個別企業が持つ技術のみでは完成しない

　　　　　　　現在この段階にあると思われる技術
　　　　　　　　・燃料電池　・ウエラブルコンピューテイング　・ユビキタスコンピューテイング
　　　　　　　　・遠隔手術・医療・健康管理　・フレキシブルデイスプレイ　・大容量光記録装置
　　　　　　　　・ナノテクノロジ　・バイオテクノロジ　
　　　　　　　最近この段階を通過したと思われる技術
　　　　　　　　・インターネット　・液晶デイスプレイ　・ＤＶＤ
　　　　　　　過去のＧｅｎｅｒｉｃＴｅｃｈｎｏｌｏｇｙ
　　　　　　　　・ＩＣ　・レーザ加工　・光通信

＊出典　野村総合研究所　技術・産業コンサルテイング部　木村靖夫

ＪＣＩＩが扱う段階はここ

３．JCIIの成果



化学技術戦略推進会議・戦略推進部活動によって

実現されたプロジェクト
化学技術戦略推進会議・戦略推進部活動によって

実現されたプロジェクト

1. ノンハロゲン化学プロセス研究開発 (H11-H14)

2. 多相系触媒反応プロセス技術の開発 (H12-H15)

3. 新固体酸触媒反応プロセス技術開発 (H12-H16)

4. 精密高分子技術プロジェクト (H13-H17)

5. 廃棄物の少ない循環型プラスチックの

　　　　設計･製造技術の確立プロジェクト　 (H12-H15)

6. ナノ粒子の合成と機能化技術プロジェクト (H13-H17)

7. 高効率マイクロ化学プロセス技術 (H14-H18)

8. ナノ機能粒子のカプセル成形技術 (H14-H18)

Japan Chemical Innovation InstituteJapan Chemical Innovation Institute
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ＧＳＣネットワークＧＳＣネットワーク
（２０００年３月発足）

化学工学会
高分子学会
日本化学会

産業技術
総合研究所

化学情報協会
新化学発展協会
日本化学工業協会
化学物質評価研究機構
バイオインダストリー協会
化学技術戦略推進機構

・主要研究領域 ・評価尺度 ・表彰 ・情報 ・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ ・教育 ・国際交流

・基本理念 ・定義 ・活動の視点 ・行動指針

グリーン・サステイナブル ケミストリー（ＧＳＣ）
「人と環境の健康と安全を実現する化学技術」

ＧＳＣネットワーク

Japan Chemical Innovation InstituteJapan Chemical Innovation Institute
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･GSC　Tokyo2003の開催

･GSC賞（3大臣賞）の実施（第2回）

･GSC-21イニシアチブの発行

･GSC普及活動

　(ニュースレター､出版他)

GSCNの活動成果GSCNの活動成果

Japan Chemical Innovation InstituteJapan Chemical Innovation Institute
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アカデミア・ショウケース　アカデミア・ショウケース　

２０００年度より

大学 賛助会員

大学 賛助会員 大学 ＪＣＩＩ共同研究
研究助成

紹介：レター

ホームページ

①

②
③

提案

情報流通の円滑化

ＪＣＩＩ

アカデミア ショウケース

（2-5件）

Japan Chemical Innovation InstituteJapan Chemical Innovation Institute

JCIIパンフレット
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議長諮問への回答⇒　議長諮問への回答⇒　33答申答申

•• 答申答申11：　「提言　ＳＴ戦略」：　「提言　ＳＴ戦略」

•• 答申答申22：　「答申（中間とりまとめ）」：　「答申（中間とりまとめ）」

•• 答申３答申３：　：　「産から学へのメッセージ　（第二部）」「産から学へのメッセージ　（第二部）」

Japan Chemical Innovation InstituteJapan Chemical Innovation Institute

ＧＳＣ技術戦略ＧＳＣ技術戦略

材料材料 技術基盤技術基盤

事業開発における産学連携⇒公的研究機関への期待事業開発における産学連携⇒公的研究機関への期待

４．平成15年度の活動



議長諮問への回答：　議長諮問への回答：　33答申答申

•• 答申答申11：　　「提言　ＳＴ戦略」：　　「提言　ＳＴ戦略」

Japan Chemical Innovation InstituteJapan Chemical Innovation Institute

ＧＳＣ領域ＧＳＣ領域

科学技術基本計画の国家総合戦略として科学技術基本計画の国家総合戦略として、、
持続可能な社会を構築するため　　　　　　持続可能な社会を構築するため　　　　　　
｢環境にやさしい化学技術｢環境にやさしい化学技術 ((GSC) GSC) ｣｣を基盤を基盤とと
する環境分野、製造技術分野、エネルギーする環境分野、製造技術分野、エネルギー
分野を融合した　　　　　　　　　　　　　　　　　分野を融合した　　　　　　　　　　　　　　　　　
サステイナブルサステイナブル テクノロジー戦略テクノロジー戦略((STST戦略戦略))
を　強力に推進するを　強力に推進することを提言することを提言する

－持続可能な発展をめざす科学技術－

・

・

・

４．平成15年度の活動



Ｉ Ｔ

ＮＴＢＴ 　 ＳＴ
環境分野
製造技術分野
ｴﾈﾙｷﾞｰ分野

GSC

GSC

ST戦略

ST;ｻｽﾃｲﾅﾌﾞﾙ ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ戦略
I T；ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ　ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ戦略
BT；ﾊﾞｲｵ ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ戦略
NT；ﾅﾉ ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ

ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ

新機能創製

再生可能資源

安全・安心技術

水素製造利用技術
燃料電池､太陽電池
　　　利用技術

ﾌﾟﾛｾｽ技術
材料・製品技術

資源変換技術
機能性材料技術

予知的評価
ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ技術

持続可能な
社会の実現

持続可能な
社会の実現

社会構造の変換
子供と社会人教育

アジアとの連携

STST戦略と戦略とGSCGSCの位置付けの位置付け
Japan Chemical Innovation InstituteJapan Chemical Innovation Institute
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2003年度活動の主なポイント2003年度活動の主なポイント

　　　　　 　　　 連携に関する研究　（連携をどう進めるか。 ）

　 　今までのJCII活動のﾚﾋﾞｭｰ、講演会、討議 (そして、指針作りや具体策の提案へ）

　　　　　 　　　 連携に関する研究　（連携をどう進めるか。 ）

　 　今までのJCII活動のﾚﾋﾞｭｰ、講演会、討議 (そして、指針作りや具体策の提案へ）

　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　　　　　連携の推進

　　　分科会　　　　 　　　・・・・・　　調査活動、講演会/討議、R/M作成、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ案作成

ｱｶﾃﾞﾐｱ ｼｮｳｹｰｽ　 ・・・・・　　提案募集、広報と連携支援、研究助成　　　　　　　　　　

　 　 Chem-CX　　　 　　・・・・・　　情報登録、連携支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　　　　　連携の推進

　　　分科会　　　　 　　　・・・・・　　調査活動、講演会/討議、R/M作成、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ案作成

ｱｶﾃﾞﾐｱ ｼｮｳｹｰｽ　 ・・・・・　　提案募集、広報と連携支援、研究助成　　　　　　　　　　

　 　 Chem-CX　　　 　　・・・・・　　情報登録、連携支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　交流の場の提供と充実

　　　交流会　　　　　　　・・・・・　　講演会、見学会、Q&A集発行

　　　交流会活性化　 　・・・・・　　交流会から連携へ、ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟの方法を検討

　　　

　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　交流の場の提供と充実

　　　交流会　　　　　　　・・・・・　　講演会、見学会、Q&A集発行

　　　交流会活性化　 　・・・・・　　交流会から連携へ、ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟの方法を検討

　　　

Japan Chemical Innovation Institute
４．平成15年度の活動



2004年度　主な取組み2004年度　主な取組み

　交流会

･ 基準を明確にし積極運営

・ ステップアップの試行

　交流会

･ 基準を明確にし積極運営

・ ステップアップの試行

Japan Chemical Innovation Institute

　分科会

･ 目標を明確に持ち活動

　分科会

･ 目標を明確に持ち活動

アカデミアショウケース

･ 広報活動

・ 研究助成後の確認と

広報

アカデミアショウケース

･ 広報活動

・ 研究助成後の確認と

広報

　Chem-CX

･ 情報登録を継続して要請

・ JCIIの広報と相乗り

　Chem-CX

･ 情報登録を継続して要請

・ JCIIの広報と相乗り

「連携に関する研究」

・ 大局的な見方

・ 方向付けと具体策の

提案

「連携に関する研究」

・ 大局的な見方

・ 方向付けと具体策の

提案

交流連携推進委員会

・ プラットフォーム構築 (ボトムアップ)
・ 交流 ⇒ 連携を実践 (ステップアップ)

交流連携推進委員会

・ プラットフォーム構築 (ボトムアップ)
・ 交流 ⇒ 連携を実践 (ステップアップ)

４．平成15年度の活動



Japan Chemical Innovation Institute

2003年度　アカデミア ショウケース2003年度　アカデミア ショウケース

　-　成果は着実に上がってきている。

　-　共同研究成立の割合が高い。

　-　助成後のテーマについて連携の実績

　　　　　　　　　 　　　　　2003年度　　 　　2002年度　　　　2001年度　　 　2000年度

　　提案件数　　　　　　　　32件　　　　　　　27件　　　　　　　31件　　　　　　　26件

　企業への紹介　　　　　　29件　　　　　　　13件　　　　　　　15件　　　　　 　　8件

　共同研究成立　　　　2（～4）件　　　　　　2件　　　　　　　　2件　　　　　　　　1件　

　　研究助成　　　　　　　　4件　　　　　　　　4件　　　　　　　　5件　　　　　　　　2件

　　　　　　　　　　　　　　　　1件

　　　　　　　　　　　　　研究開発型ﾍﾞﾝﾁｬｰに結実

４．平成15年度の活動



　平成14年度（前年度）プロジェクト委員会の成果　平成14年度（前年度）プロジェクト委員会の成果

　平成15年度（今年度）研究推進委員会の動向　平成15年度（今年度）研究推進委員会の動向

　・マイクロ波物質生産プロセス技術開発
　　　　NEDOの調査研究に協力中

　　　・「超大容量ホログラム記録高機能光材料及び光デイスク開発」　　　　　　　
　　　　　　　ＮＥＤＯ　平成14年度（補正予算）「産学官連携型産業技術実用化

　　　　　　開発補助事業」に採択。
　　　・「有機アクテイブ光回路（ポリマー光回路）」　
　　　　　　平成16年度　フォーカス２１型研究プロジェクト

　　　　　　情報通信分野ー高度情報通信機器・デバイス基盤プログラムに採択。
　　　　　　　　「次世代ＦＴＴＨ構築用有機部材の開発」

　　　・「選択酸化」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　検討テーマの一部が平成16年度NEDO「有害化学物質リスク削減　　　

　　　　　　基盤技術開発」に採択。産総研と企業が受託。　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　「過酸化水素水の直接酸化による非フェノール系エポシキ樹脂原料　製造技術」　　

４．平成15年度の活動



検討中のテーマ検討中のテーマ

1. 少量ポリマーサンプルの物性／構造データと製品特性
の相関システム

2. バイオインターフェイス設計システム

3. 化学物質の安全性評価の充実

4. ケミカル光デバイス

5. BICS（Bio-Chemical Informatics & Chemo Systems）

6. 高分子オイルゲル

7. マイクロ波による物質生産プロセス技術開発

8. ナノケミカル・プロトラボ

9. 材料・ナノテクノロジーの体系化

４．平成15年度の活動


